
書物によって、私たちはいろいろなことを教えられ、学ぶことができます。長い人生の中で

迷い、悩める時も、書物によって英気と士気を与えられ、勇気と自信をもった経験を、多くの

人はもたれているのではないでしょうか。

私たちに指針を示してくれる人、功成し遂げた人、歳を重ねられた人など、さまざまな人の

文章に出会うことによって、私たちは一人の人間として成長しなければならないと思います。

４月はロータリー雑誌月間です。週報と月報、ガバナー月信や雑誌「ロータリーの友」など

が上梓されています。クラブでは週報を発行して、会員のコミュニケーションの場としていま

す。さらにクラブによっては、月報の発行で一層情報を提供して、親睦を深める活動をされて

います。

ガバナーが地区内のクラブ会長と幹事に書簡としてメッセージを伝えるのが、ガバナー月信

の目的ですが、いつの間にか多くのロータリアンの活動や報告なども記載されて、地区全会員

に配布されるようになりました。

雑誌「ロータリーの友」は世界でのロータリー公式地域雑誌の１つであり、1953年に第１号

が発刊されました。ロータリーの根本精神を学び、ロータリーを正しく理解し、ロータリーに

対する認識をより深めていくことに大変役立つ雑誌です。

この「ロータリーの友」を、私たちロータリアンは講読しなければなりません。善意と寛容、

そして慈悲の心が感動を与えてくれます。奉仕のための豊かな知識を求めてぜひお読みくださ

い。今度あなたにお会いしたら、雑誌「ロータリーの友」の感想をお聞きしたいと思います。

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

かすかなるむぎぶえ　　　ひばりのおしゃべり　　　やめるはひるのつき

いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな　　　いちめんのなのはな

山村暮鳥「風景純銀もざいく」より

雑誌月間のころは、きっと“いちめんのなのはな”で一杯です。あなたのこころにもロータ

リーの花をさかせましょう。

人類が私たちの仕事

2 なぜ私はロータリアンなのか

西村　二郎国際ロータリー第2650地区
2001～2002年度ガバナー

奉仕のための豊かな知識を求めて
－ロータリー雑誌月間に－
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４月は雑誌月間です。
公式雑誌THE ROTARIANの前身でありロータリー初の機関誌 The National Rotarianの創
刊日1911年１月25日を記念して始まった雑誌月間は、1983～84年度に現在の雑誌月間となりま
した。
「雑誌月間」は、“Magazine Month”の直訳ですが、少し違和感を覚える方があるかもし

れません。ちなみにMagazineを辞書で調べると【収納する場所】が本義で、①軍需品倉庫、
（特に軍艦などの）弾薬庫、火薬庫②（連発銃の）弾倉などと物騒なものに続いて、《知識の
倉庫》（普通、週刊・月刊の）雑誌、定期刊行物とあります。とすると、“Magazine Month”
は少々回りくどいですが「（ロータリー情報を収納した）知識の倉庫を紐解く強調月間」と言
ったほうが本来の意義に近いかも知れません。では知識の倉庫とは何か。それは公式雑誌THE
ROTARIANであり、公式地域雑誌のひとつであるロータリーの友です。
ところで、ロータリーの友11月号に興味深い記事が載っています。友愛の広場（縦組み14

ページ）の「R.I.テーマに思う」と「R.I.テーマを見据える」の２編の投稿です。その内容は読
んでいただくとして、筆者のおひとり、森　三郎氏（寄居RC）はロータリーの友委員会の前
委員長で、「人類が私たちの仕事」という今年度R.I.会長テーマの邦訳に対する単刀直入な疑問
のぶつけ方はさすがです。こうしたことが自由に発言できるロータリーの友もさすがです。
「雑誌」月間といい「人類が私たちの仕事」といい、本来の意義を汲みきれない言葉を鵜呑

みにして、消化不良を起こしているケースは意外と多いのではないでしょうか。知識は力なり
です。ロータリーの友は公式地域雑誌としての役目を果たすべく、常に正確なロータリー情報
の発信をこころがけています。そして皆さんからの自由な発信が届くのを待ち受けています。

伊藤　哲雄地区広報・雑誌委員会　委員長　

知識の倉庫を紐解く　　
－４月はロータリー雑誌月間－

（京都洛西RC）

ロータリーの情報発信と出版物 

国際ロータリー 

地　区 

ロータリークラブ 

ＲＩ会長メッセージ 
Rotary  News  Basket

役員への公式通信新聞 
Rotary  World

インターネットで発信 各レベルの指導者 

公式雑誌 
THE  ROTARY

公式地域雑誌 
 

地区出版物 
「ガバナー月信」 
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夢と感動と「癒しの心」を共有しましょう
R.I.2650地区、5850余名の共に奉仕する同僚の皆さん、日頃の献身的な奉仕活動に心から

敬意と感謝を表します。地区全クラブの積極的な参加を得て、21世紀の新しいロータリーに
ついて、さらに地域社会が、国際社会が求めている「人類への奉仕」について大いに語り合
おうではありませんか。地区大会に参加した会員が将来への夢と感動を共にして、「癒しの
心」を共有し、分かち合い、分与する「癒しのShare」を実行できる機会にしましょう。
感動する地区大会にすべく、心を込めて準備いたしました。ロータリアンの時間を大切に

考えて、簡素にした、そして有意義な大会にいたしたくクラブを挙げて取り組みました。皆
様お揃いで多数のご参加を心よりお願い申し上げ、皆様とお会いすることを楽しみにしてい
ます。

皆さんとお会いしましょう
2001-2002年度 地区大会 大会テーマ 人類への奉仕

ホスト 京都南ロータリークラブ

ガバナー
西村二郎

大会委員長
内田昌一

大会実行委員長
洲 崎 和 雄
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青少年シンポジウム（市民参加イベント）　 　　 　　　　　　　　   

 

呈茶席・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第一日目・第二日目とも裏千家のご好意により呈茶席を設けております。 

 

ロータリー友情交換プログラム参加者募集
地区国際交流委員会　委員　山本和秀（京都山城RC）

「ロータリー友情交換プログラム」とはロータリアンとその家族のための交換プログラムです。このプログラムに参加すること
により、ロータリアンは自己の視野を広げるとともに、国際理解を推進するための個人的貢献のチャンスを得られます。
次年度（2002～03年度）は、（『ガバナー月信』Vol.5 2001年11月15日発行　９ページ）でご紹介致しましたように第

5010地区（USA アラスカ州）と友情交換をすることになりました。ご夫婦で是非ご参加くださいまして、国際交流を図りつつ
親睦を深めて頂きたくご案内申し上げます。

記
期　　間：2002年7月26日(金)から一週間の予定
旅　　費：航空運賃自己負担。アラスカ州での宿泊､交通費は第5010地区がお世話いたします。
募集組数：５組
募集期間：2002年３月15日～同年４月15日
応募方法：所定の書類をガバナーエレクト事務所に請求の上、記入し、ガバナーエレクト事務所へ郵送またはFaxして下さい。
注意事項：募集組数を上回る応募がありました場合は、当委員会で厳正な抽選の上で調整をさせて頂きます。

第2650地区　ガバナーエレクト事務所　地区国際交流委員会宛
〒630-8381 奈良県奈良市福智院町５-３

Tel（0742）25-2650 Fax（0742）25-2651

ロータリー財団トラスティ
R.I.元理事

千 宗 室

R.I.元理事
小 谷 隆 一

青少年シンポジウム講師
国際日本文化研究センター所長

山 折 哲 雄
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今年度の意義ある業績賞には９クラブがエントリーされ、その審査のため、

２月２日（土）、ガバナー事務所において「意義ある業績賞委員会」が開催され、

各クラブ御提出の資料について検討致しました。

厳正なる審査の結果、武生ロータリー・クラブ御提出の「武生ロータリー・

クラブの課外活動」が受賞されました。

武生ロータリー・クラブの皆様、誠におめでとうございます。

委員会を代表致しまして心からお祝い申し上げます。

今年度エントリーされた９事業は、どれが賞をとってもおかしくない素晴らしい事業ばかりであり、

審査委員会は大いに悩みました。結果は武生ロータリー・クラブが第一席となりましたが、たった一つ

しかない意義ある業績賞ですが、作れるものなら９つ作りたいというのが、審査委員各位の偽らざる御

気持のようでございました。

委員会と致しましては、あらためて地区内ロータリー・クラブの皆様の、奉仕に取り組む情熱に感歎

するとともに、第2650地区という先進的地区において、第一席を獲得された武生ロータリー・クラブの

御努力に、心からなる賛辞を送るものでございます。

武生ロータリー・クラブの皆様、おめでとうございます。

意義ある業績賞に「武生ロータリー・クラブの課外活動」

標記年度のR.I.会長指名委員会は、同年度会長ノミニーにナイジェリアのジョナサン B. マジィアベ元

R.I.理事を指名しました。アフリカから選ばれた最初のR.I.の最高指導者として、正式に会長ノミニーと

なり、2002年のバルセロナ国際大会で会長エレクトに選出されます。

経　歴

マジィアベ氏はナイジェリア・カノにあるJ.B.マジィアベ法律事務所の主任弁護士。元ナイジェリア

法律協会の副会長で、ナイジェリアおよび英国弁護士会メンバー。ナイジェリア赤十字社、カノ商工会

議所メンバー、鉱工業・農業団体など多くの市民・慈善団体のリーダーを務める。

ロータリー歴

1967年RC入会。地区ガバナー、国際協議会研修リーダー、各種委員会委員および委員長、理事、ロー

タリー財団管理委員を歴任。現在、アフリカ地域ポリオ・プラス委員会委員長およびアフリカ問題委員

会委員長。アデ夫人とともにロータリー財団の大口寄付者。

R.I.会長指名委員会

ジョナサン B. マジィアベ

2003～2004年度 R.I.会長ノミニー指名

意義ある業績賞 委員長　直前ガバナー 山崎　時雄（彦根RC）
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地区委員会担当　副幹事 佐野　剛一（京都南RC）

第２回地区合同委員会が２月９日（土）国立京都国際会館に於いて、西村二郎ガバナー、諮

問委員、パストガバナー、岡村ガバナーエレクト、福井ガバナーノミニー、地区役員、地区委

員、2002-2003年度６名の地区ガバナー補佐等、219名の出席のもと開催されました。

馬蹄型に整列された会議場で第一部全体会議が行われた後、委員会別協議会が21の会場に分

かれて、委員会ごとに熱心なる協議がありました。

第二部の全体会議では、各委員長より上半期の報告や下半期への行事や指針を発表、当地区

の活動は益々充実することと確信しました。

最後に西村ガバナーの講評があり、下半期に向けての活躍を約束され、地区大会の成功を誓

われました。

今回、資料は各自でダウンロードして当日持参することになっており、大多数の方が用意さ

れておられました。

新しい企画として、これからもどんどん取り入れていければと思います。

2002年度 米 山 奨 学 生　選考される

2002年度　米山奨学生面接試験が４つのブロックで行われ、西村ガバナー、米山諮問委員 坂部パスト

ガバナー、関係パストガバナー、地区米山奨学委員が面接官として出席。下記の如く選考されました。

第２回合同地区委員会開催

 

 

 

 
京　　都 

奈　　良 

福　　井 

滋　　賀 

地区合計 

　　 面　接　日 

2002年２月１日(金) 

2002年２月４日(月) 

2002年２月５日(火) 

2002年２月７日(木)

面　接　会　場 

京都商工会議所 

春 日 ホ テ ル 

福井県国際交流会館 

ホテルボストンプラザ草津 

申込者数 

39人 

16人 

14人 

19人 

88人 

合格者数 

13人 

6人 

5人 

7人 

31人 

＊2002学年度新規採用者数：31人 
＊2002学年度継続者数　　：18人 

地区米山奨学会委員会　委員長 大島　正光（高島RC）
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◆期　間 2002年5月17日(金) 午前10時00分登録 ～18日(土)、19日(日)

◆会　場　京都府京田辺市多々羅

京都厚生年金休暇センター　TEL0774-62-3500

◆講　師

RYLA開催のお知らせ
テーマ：夢と希望と行動で！心豊かな癒しの時代

葉室 頼昭氏
（春日大社宮司）

山口 良治氏
（京都市立伏見工業高等学校

ラグビー部総監督）

本間 宗壽氏
（茶道裏千家正教授
志倶会・淡敬会会員）

地区ローターアクト委員会　委員長 長崎　一幸（舞鶴東RC）

地区内はもとより、国内最大の会員数をほこる、橿原ローターアクトクラブの創立25周年が２月３日

（日）かしはら万葉ホールに於て西村ガバナー、山崎直前ガバナー青少年担当諮問委員、地区役員、委員

また森口、岡本、玉井パストRAC委員長のご出席を得て、記念式典が挙行されました。ご提唱頂いてお

ります橿原ロータリークラブの常に変わらぬ、ご指導ご尽力の賜と敬意を表します。自分達で企画し、

手作りの式典、そして多くのロータリアン、アクターの参加で活気溢れる会場となり、これは橿原ロー

ターアクトクラブのアクター一人ひとりが、和の下一団と成った証と感じました。

彼らの若い力がかならず地域への活性化を促進してくれるものと思います。混迷する社会情勢のなか、

今望まれるのは変化に柔軟性を持って対応できることです。そして、集団の力が社会を変えていくのだ

と思います。国を一つにまとめるには何が必要なのか。それは和であると、聖徳太子の17条憲法第１条

に、和をもって貴しとなすと謳っています。和こそがこれからの不透明な社会情勢を払拭し、明るい期

待のもてる社会へと変えていくのだと思います。

今年度のクラブテーマに、和をあげ、心を引き

締め次の一歩へと踏み出した橿原ローターアク

トクラブ。地域にそしてR.I.2650地区、地区内

のアクターにきっと、何かを発信してくれると

思います。

和をもって貴しとなす 橿原RAC創立20周年を迎えて

地区青少年委員会　委員長 森定　秀夫（京都西北RC）
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文　庫　通　信
地区大会記念誌より

◎「ロータリーから学ぶ」 田中作次　D.2710 2001 14頁
◎「21世紀のロータリー」 天野 肇・筒井數三・南園義一　D.2710 2001 11頁
◎「ロータリーと私」 千　宗室　D.2650 2001 ５頁
◎「ロータリーこの素晴らしきもの」 深川純一　D.2680 2001 16頁
◎「ITはロータリーをどう変えるか」 田中　毅　D.2670 2001 ９頁
◎「ロータリー精神に学ぶ私の生き方とロータリー」

岡本徳彌・南園義一・田中作次・高橋福八　D.2570 2001 14頁
◎「ロータリーの初心」 濱田五左衛門　D.2540 2001 ３頁
◎「快老のすすめ」 斉藤茂太　D.2800 2001 ４頁
◎「私の分岐点」 野口　健　D.2800 2001 ６頁

［申込先：ロータリー文庫］
〒105-0011

東京都港区芝公園2-6-3 abc会館７階　TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp

増 田 善 宏
（福井RC）

担当エリア 氏　　名 連　　　　絡　　　　先 電話・FAX

TEL 
FAX 
TEL

0776-24-2111

0776-24-2061

0776-24-2111

TEL 
FAX 
TEL

077-525-0001

077-525-0002

077-525-0003

TEL 
TEL 
FAX

075-312-1211

075-531-2822

075-531-2822

TEL 
FAX 
TEL

0773-22-3522

0773-22-9883

0773-22-3522

TEL 
TEL 
FAX

052-452-4171

0774-76-3241

0774-76-6711

TEL 
TEL 
FAX

0744-43-6481

0744-42-3003

0744-42-3003

福　　井 

滋　　賀 

京 都 市 

京都北部 

京都南部 

奈　　良 

増　田　善　宏 
（福井RC） 

ます　  だ    よし   ひろ 

石　田　喜　之 
（大津RC） 

いし　  だ    よし   ゆき 

寿 栄 松 憲 昭 
（京都RC） 

  す    え  まつ けんしょう 

森　　　泰　健 
（福知山RC） 

もり            たい   けん 

吉　村　好　司 
（京都山城RC） 

よし   むら   こう     じ 

南　野　寛　二 
（橿原RC） 

みなみ   の     かん    じ 

勤 

自 

勤 

自 

勤 

自 

勤 

自 

勤 

自 

勤 

自 

〒910-0023

（株）アメリカヤ
〒910-0023

〒520-0043

（医）石田歯科医院
〒520-0043

〒601-8520

日本電池（株）
〒612-0803

〒620-0021

久昌寺
〒620-0021

〒433-0015

ジーワイエス（株）
〒619-1100

〒633-0063

（有）南野駅前ビル
〒633-0053

福井市順化1-2-20

福井市順化1-2-20

大津市中央1-7-33

大津市中央1-7-33

京都市南区吉祥院西ノ庄猪之馬場１

京都市伏見区深草車阪町17-14

福知山市寺１

福知山市寺１
名古屋市中村区椿町16-8

相楽郡加茂町南里13-1

桜井市川合256　南野駅前ビル２Ｆ

桜井市谷208

石 田 喜 之
（大津RC）

寿栄松憲昭
（京都RC）

森 泰 健
（福知山RC）

吉 村 好 司
（京都山城RC）

南 野 寛 二
（橿原RC）

2002～2003年度　ガバナー補佐 任命されました

ガバナー補佐名簿
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新たな風を職場に

京都洛西ＲＣ　杉　浦　　匠

私は、薬剤師と神職という二つの職業を持っており、

若き頃は薬局と神社に数年ずつ丁稚奉公（？）してき

ました。その薬局の社長も、神社の宮司もロータリア

ンで、毎週ある曜日の昼は留守番役でした。今となっ

ては私がスタッフに後を任せて例会場に向かう日々で

す。留守番役の時、薬局では外に昼休憩にも行けず、

狭い調剤室で弁当をそそくさと食べ、神社では当時の

宮司が高齢のため例会場への送迎と、仕事上のしわ寄

せに少し不満を覚えた時もありました。

そんな経験からかロータリーの例会場に向かう時、

「これは遊びじゃないんだ。仕事の一環として学ぶた

めに行くのだ。」という言い訳を唱える思いで例会に

出席しています。我々の年代では、社長といっても隠

居できる身分でもなく、率先して仕事をこなし、若い

スタッフの模範にならなければいけない時だと思って

います。

同業の中では研修会等もあり日々勉強なのですが、

異業種の方々との年代を超えた交流、卓話、等々学ぶ

べき点は多く、薬剤師も神職も、地域と密着し奉仕の

精神を持って初めて成立する職業であり、週に一度の

短い時間を有意義に過ごし、新たな風を職場に持ち込

めるような魅力あるロータリーを期待しています。

ローターアクト活動で得たもの

福井南RAC会長　宮　川　　恵

みなさま、こんにちは。本年度福井南ローターアク

トクラブの会長を務めさせて頂いております宮川恵で

す。この度はこのような貴重な機会を頂きましたこと

を心より感謝いたします。

今回私は、特に地域社会とのつながりについて触れ

てみたいと思います。前年度、当クラブは社会奉仕プ

ロジェクトのケナフ活動（「ケナフを広めよう」）に対

し、光栄にも最優秀ガバナー賞を頂きました。この賞

を頂くことができましたのは、福井ケナフの会や提唱

ロータリークラブである福井南ロータリークラブの皆

様の多大なご支援・ご協力があったおかげだと思って

おります。活動は、ケナフの里での植草祭、勝山恐竜

エキスポ会場での苗移植、例会での勉強会、収穫祭、

工作物製作、そして私たちが得た知識を地域の小学校

に教えに行く等というものでした。教室できらきらと

瞳を輝かせ元気な笑顔をたくさん見せてくれた子供達

の姿は、生涯私の心の中に残り続けるでしょう。

私がアクト活動で得たものは、己を知り、縁や人と

のつながりの大切さ、はかなさ、難しさを知るなど、

たくさんありすぎて書ききれませんが、これからつら

く悲しいことがあっても、あの子供達の笑顔やアクト

活動を通して出会った人々との友情や喜びを支えに、

がんばっていこうと思っています。ロータリアンの皆

様、どうぞ私たちアクターと、もっともっとお話して

ください。小さなことから大きなことまで、感動を共

有してください。そしていろいろなことを人生の先輩

として教えてください。これからもどうぞよろしくお

願いいたします。
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縦 糸 と 横 糸　　　　　　　　　　　　　　　　　　 片山 昭（京都乙訓ＲＣ）

童心に返れる“ひねり同好会” 小原 晃（京都山科ＲＣ）

“同好会、気軽に立寄る縄のれん”こんな気楽さが持ち味かも。「クラブ自慢」ということになる
と、私ども美術同好会は発足未だ日浅く（平成９年）、まだまだ雛の段階もいいところで、自分で褒
めたり誇ったり、いわゆる自慢というには程遠いものがあります。一応この同好会は絵画、書道、
写真の３部制をしいており、目下クラブの1/4の会員が参加、なかなかの好調振りで芸術風講義にも
蕾や花が咲きます。
恥も臆面もなく、堂々とギャラリーで作品展を催すこと既に４回、各人各様に少しばかり悩みな

がらも、どうやらそれらしいものへと成長。虎視眈々次回を狙っている昨今でもあります（あっこ
れって一寸自慢かな）。
出品者も家族も含め、さらに元会員、家族、それに友好クラブからの賛助作品もいただき、回を

重ねるごとに多くのビジターをお迎えすることができました。美術同好会に拘らず、クラブには旅
行、ゴルフ、囲碁などそれぞれに活発に運営されているの
も微笑ましいものです。
クラブに於ける例会や奉仕活動の場が縦糸とするならば、

同好会はかけがえのない横糸であり、一人ひとりの持つ趣
味を生かした連帯の心が親睦を深め、さらにクラブに楽し
い話題をも提供することにもなり、一枚の布を織りなすこ
ととなるのではないでしょうか。形通りになりがちなクラ
ブに色とりどりに、つむぎ織りなす楽しさを与える楽しさ。
気軽に立ち寄れる縄のれん、実はクラブにとって不可欠な
ものであると思えます。正にEnjoy Rotaryではありません
か。

退会防止は会員同士の親睦にあるとも言われておりますが、同好会は会員同士の親睦を図る場と

しては最高ではないかと思っています。我がクラブには、日本が誇る清水焼に関係されている方が

６名おられ、現役で活躍されている４人の陶芸家のお世話になり、作陶に精を出される会員、奥様

方、ご家族の方、特筆すべきなのは清水焼に関係されておられる会員の奥様方、時には物故会員の

奥様も参加される“ひねり同好会”をご紹介させていただきます。

夕刻、会員と奥様が仲良く定刻になると、20～30人が清水団地の作陶会場へと集まります。新年

度に入ると作陶テーマ（例として八寸）が発表され作陶開始。

土に触れて楽しみとイメージからはとんでもない物体に変わる楽しみ、絵付けででき上がりを期

待、和気藹々、時には批評家に変身、作品に銘をねだり価値を高めようとする会員、喧騒、お褒め

の言葉に嬉しくなり……全員が童心に返れる一時です。作陶で疲れた後は中華料理店での宴、大家

族が一同に会したがように、心を開き、話に花が咲き、夜が更けるのも忘れ歓談。紹興酒が数本空

になりお開きとなります。

最終回、会員のお店で各自が製作した自慢の作品に、京料理をきれいに盛り付けて頂き、美味し

い京料理に堪能し、この世でたった一つしかない作品に皆様方は大満足、次年度のお世話役を決め、

でき上がった作品をお土産に家路に着きます。

我がクラブにはご家族が必ず参加される観賞同好会もありますが、ご家族が参加される同好会が

数多くあれば、会員相互の親睦が深まり退会防止・新入会員の獲得になるのではと“ひねり同好会”

を拙い文面でご紹介いたしました。

注：ひねりとは土を両手ではさみ細い棒状にすることを言います。
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我がクラブの国際奉仕 島本　英樹（京都田辺ＲＣ）

楽しみな てんぐ会 谷口 弘（近江八幡ＲＣ）

我が近江八幡ロータリークラブは、2002～2003年度には創立45周年を迎える県下６番目の古いクラ
ブです。私は入会10数年目、日も浅くクラブについて深く語ることはできませんが、歴史ある同好会
についてお話したいと思います。
活発な同好会には、ゴルフ部会と「てんぐ会」があります。てんぐ会は年２回、例会終了後バスや

JRに乗りいろんな処に連れて行ってくれます。いろんな処がその時の幹事（てんぐ会の）趣のある
ところです。歴史の好きな幹事は、歴史散歩と称して神社仏閣を見学、楽しみなのは晩餐でその地の
名物を食させてくれますし、普段個人では簡単に入れない料亭？で宴が盛り上がります。因みに最近
では、日吉大社と堅田浮御堂を周遊して、魚清楼。二年坂散策して美濃幸で舌つづみ。養老天命を拝
し、薬膳料理XINGFUシンフ。本田みそ・山田松香木材を見学して畑かくで食事など、会員の70％が
出席します。
創立25周年記念誌で、てんぐ会について宮尾一郎氏が回想文を書いておられるので転載させて頂き

締めくくりたいと思います。
昭和34年チャーターナイトも盛会裡に終わり、いよいよ近江八幡ロータリークラブも先輩クラブと

肩をならべられるようになり、毎月の例会も楽しく開いておりましたが、なんとなくぎこちなく会員
同士の気持ちが固苦しい状態で、もう一つうちとけて居るように感じられませんでした。当クラブで
もなんとかざっくばらんに語り合える会をつくってはど
うかと、昭和35年初代会長が世話役になられ、斗酒なお
辞せずの面々10名が集まりました。さて、興がのったと
きこの会の名称を何としようかと意見続出した結果、今
日10人集まったから10人の愚か（おろか）者の会をもじ
って（てんぐ会）と決定しました。クラブの趣味の会で
は会員数ももっとも多く、会員相互の友愛と親睦には大
変貢献していると思います。毎年２回季節料理を賞味し、
ひとときの団欒はロータリーの集いの中でも、もっとも
楽しい会の一つであると思います。

当クラブは創立６年目、会員数29名で只今発展途上にあります。ただ国際奉仕の面においては短期
間に多くの経験をさせて頂きました。
平成10年４月、3480地区の台北雙園ＲＣと姉妹クラブとなり、互いの５周年式典に家族同伴で出席
したり、小旅行を楽しんだりしています。とりわけ一昨年９月の台湾中部大地震の際には、近隣の京
都城陽、京都山城、京都八幡及び台北雙園ＲＣと合同で、チャリティーコンサートを開催し、その義
捐金等で消防車一台を購入し、被害の酷かった南投県の消防署に寄贈致しました。
また当クラブの５周年記念事業の一環として、台北雙園ＲＣと組み、財団の同額補佐の制度を活用
し、モンゴルのドロノゴビ県の中学校へ、パソコンを含む教育機材の寄附を行いました。
昨年の桜の満開の頃には、GSEのフィンランドチームを受入れ、一週間を共に過ごしたことも印

象に残っています。
このように当クラブが国際奉仕の面で、些かなりとも

活動しえたのは、英語、中国語に堪能なO会員の活躍に
よるところ大であり、我々が大いに刺激を受けるところ
です。
次年度は一転して８月24日(土)の、I.M.第３組のホス

ト役に取り組みます。
皆さん、当クラブに対し温かいご支援を心からお願い

申し上げます。


